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1 月 30 日(日)。ついに、昼コースの創意を生かした、多世代が集い、あたたかな絆を育む場「だがしや楽校・福まつり」が開催し

た！小さな喫茶店の店内・外庭がそれぞれの「持ち味」でいっぱい。店内は、セミナー、糸巻きワークショップ、絵ハガキ写真プリン

ト、絵画色紙、手づくりガラス工芸、生き方楽校絵本、陶芸によるお菓子の家、卵ろうそく・ミニ布ぞうりの小物が並ぶ。外には、あっ

たか飲み物・おしるこ・にゅう麺、古本屋、特製おみくじ、巨大福笑い、健康ウォーク、洋風囲炉裏、さらにはだがしや楽校姉妹都市

山形県・福島県からのおすそ分け(雪・食べ物・甘酒など)まで。まるでおもちゃ箱のような空間だ。そんな目新しい催しに道行く人が

立ち止まり、囲炉裏で暖をとりながら談笑する声も。楽しいひと時の後は場所を変えて今日一日の振り返り。２時間かけて全員が

発見したこと、考えたことを言葉にし、真剣に聞きあう。そんな寄合式の話し合いも、今年度メンバーの特徴だ。次回は各自が自分

自身の言葉で今日一日の実感を表現した体験記を読み合う。この一歩がみんなの生活にどう位置づくのだろう？ (記事：川上)
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広石さんのサンプルプレセンシート→

國松 佳子さん ♀

①長崎県

②楽しいことを嗅ぎつけ

る嗅覚には自信があり♪

③家庭的な保育園をやら

せてもらえるお家を探し

ています。情報があったら

よろしくどうぞ！

伊東 芳紀 さん ♂

①江東区亀戸天神ちかく

②明日できることは今日す

るな！

③人と人がつながる場所づ

くりに関心がある方、お

声かけ下さい。

杉原 弘子 ♀

①長崎県長崎市

②お節介遺伝子を持つ転

勤族妻

③プチ贅沢で社会貢献を

めざす外食サークルおば

ちゃま女子会主宰。フレ

ンドリーすぎるのが長所

で欠点！？

藤田 直美さん ♀

①滋賀県長浜氏市(大河の
お江見てね♪)

②さらしだし系、勇気人

③福祉(介護)映画・演劇・
銭湯大好きです！

一緒に考えたり、見に行っ

たりしましょ～！

大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！

① 出身 ②自分にキャッチコピーをつけたら？ ③ 自分のつながりＰＲ

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆

この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。

夜コース第１７回目。今回は、前回作成したアクション・シートを基にしながら、各自のプランの

発表に向けて「プレゼンテーションの極意」を学び、シートに落とし込む作業を行なった。

冒頭で広石さんがみなに投げかける。「プレゼンどのへんがにがて？」→「自分の思っていることが伝えきれない」、「どんな

資料をつくれば意図が伝わるのかよくわからない」とのこと。次の質問は、「では自己紹介は？」→「苦手だし嫌い」、「初対面

の人に、自分の何をどう伝えればよいかわからない」、「その場の空気によって話す内容がかわる気がする」…。どうやら、自

己紹介もプレゼンも、何をどう伝えたらよいのかが悩みどころのようだ。

そこで、「自己紹介」という身近な例をあげてプレゼンの極意を伝えていく。 広石氏によれば、

自己紹介は、後で会話をするためのきっかけとなるもの。そこで、自分とみんなとの間の

「共通項」を伝えると、会話がしやすくなる(例えば、サッカーが好きだ！とか)。しかし一方で、

共通項だけでは、自分らしさが伝わらない。何か自分はここが違うのですよ、ということを示す

必要がある(例えば、サッカーはやっぱりイギリスのチームだね♪とか)。すると、相手から興味を持たれ、その理由も伝えられ

ると、関心もさらにＵＰ↑。しかしここで１つだけ注意点。人から興味を持ってもらうには、「同じ側面」の後に、「違う側面」を伝

える、という順番が大事だということ。「違い」だけを先に伝えると、話に魅かれる人もいれば、敬遠される場合もある。例えば、

はじめに「サッカーはイギリス以外大したことないぜ」なんて言ったら、他のチームが好きなサッカーファンはドン引きだ！

さて、この話をプレゼンテーションに当てはめていく。プレゼンに必要なのは、①タイトル、②概要、③メインメッセージ、④

「結論」の４つ。①は、キャッチャーな言葉で。これがつまらないと相手の目を引けない。②は、先ほどの「共通項」にあたる。そ

のプランが必要な背景や現状の説明で、相手が理解する土台―共通認識をつくること。③は、先ほどの「違う側面」にあたり、

自分なりの視点や考え、それを裏づける理由を伝えること。 最後に一番大切なのは④で、このプレゼンを通して聞き手と何

を共有したいのか(一緒に行動したい、話し合いたい、応援してほしい、など)を伝えること。こうした大きな流れを押さえておく

と、あまりとまどわない。つまり、④をしっかりと押さえた上で、逆算するように

③、②、①と組み立てていくとよい、とのこと。

こんな極意を伝えられ、さっそく各自シート

をつくりげていく。シーンとした空気、

エンピツの走る音だけが聞こえる。みな、

真剣だ。次回はいよいよ最終回、今日作り

始めたプレゼンシートを一人ひとり発表して

いく。(記事：松坂)

地域に暮らす外国人の方を
サポートし、地域の人と共に
活動するＮＰＯを立ち上げる！
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すぎなみたろう

２年後の自分 目標宣言！

すぎなみ大人塾2010「はじめてのソーシャルアクション」


